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特別展図録800円で販売''１

特別展の開催【1ｏ月３日～１１月８日】特別展の開催【1ｏ月３日～１１月８日】

『佐平焼一結晶紬の美と特産品創出一週『佐平焼一結晶紬の美と特産品創出一週平 美
」」

隆

■
今
年
度
の
特
別
展
で
は
、
大
正
の
終
わ
り

か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
、
津
山
城
跡

の
東
で
焼
か
れ
て
い
た
佐
平
焼
を
展
示
し

ま
し
た
。

う
き
だ

且
佐
平
焼
を
生
み
出
し
た
浮
田
佐
平
（
１
８

６
７
～
１
９
３
９
）
は
、
製
糸
業
を
は
じ

み
つ
ま
た

め
と
し
て
、
植
林
製
材
・
一
二
柾
の
栽
培
・

奥
津
峡
の
観
光
開
発
な
ど
多
彩
な
事
業
を

な
し
、
「
津
山
産
業
界
の
先
駆
者
」
と
言

わ
れ
て
い
た
実
業
家
で
し
た
。
印
歳
を
過

ぎ
た
佐
平
は
、
郷
土
の
名
産
品
を
増
や
す

た
め
、
各
地
か
ら
陶
工
を
呼
び
寄
せ
て
大

規
模
な
窯
を
築
き
、
他
に
類
の
な
い
独
自

の
焼
物
を
作
り
出
そ
う
と
し
ま
す
。
佐
平

は
、
数
百
年
先
、
そ
し
て
海
外
輸
出
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。

■
本
展
で
は
、
こ
だ
わ
り
の
結
晶
紬
を
用
い

た
花
器
を
中
心
に
、
佐
平
の
意
気
込
み
を

伝
え
る
関
連
資
料
も
合
わ
せ
て
展
示
し
ま

し
た
。

■
準
備
段
階
か
ら
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
二
代
目
浮
田
佐
平
氏
、
浮
田
順
子

氏
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
、
ま
た
、
本

展
を
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
、
改

め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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文化財めぐり【１２月６日開催】第１０７回

渓花院ゆ森長継の生母
Ｌ

掌似

恩Ｉ

し ノ

け
い
か
い
ん

■
津
山
藩
主
森
長
継
の
生
母
・
渓
花
院
の
印
回
忌

供
養
の
た
め
、
寛
文
４
年
（
１
６
６
４
）
に
長

し
げ

継
が
隠
元
に
依
頼
Ｉ
し
て
書
か
れ
た
詩
掲
が
昨
年

見
つ
か
り
、
当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
今
回
は
、
こ
の
資
料
に
関
す
る
調
査
の
中

で
確
認
で
き
た
、
渓
花
院
に
ま
つ
わ
る
市
内
の

史
跡
を
訪
ね
歩
き
、
改
め
て
森
家
の
歴
史
を
振

り
返
り
ま
し
た
。
也
月
６
日
が
渓
花
院
の
没
後

ち
ょ
う
ど
満
４
０
０
年
の
命
日
に
当
た
る
た
め
、

こ
の
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

■
当
日
は
曇
り
で
し
た
が
、
無
風
で
あ
ま
り
寒
く

な
く
、
歴
史
散
策
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
天
候
で

し
た
。
友
の
会
の
会
員
に
限
ら
ず
広
く
お
知
ら

せ
し
た
と
こ
ろ
、
引
人
の
参
加
者
を
得
て
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。

■
西
寺
町
に
あ
っ
た
同
名
の
寺
院
跡
で
は
、
境
内

地
の
跡
を
南
北
に
歩
い
て
そ
の
広
さ
を
体
感
し
、

本
源
寺
と
宗
永
寺
で
は
、
巨
大
な
五
輪
塔
が
立

ち
並
ぶ
森
家
の
墓
所
を
訪
れ
、
か
つ
て
の
栄
華

を
偲
び
ま
し
た
。
宗
永
寺
で
は
本
堂
内
に
も
立

ち
入
る
こ
と
が
で
き
、
渓
花
院
の
大
き
な
位
牌

と
と
も
に
、
事
前
に
持
ち
込
ん
で
い
た
隠
元
の

詩
掲
も
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
こ
の
企
画
を
と
お
し
て
、
幼
い
う
ち
に
母
を
亡

く
し
た
長
継
の
追
慕
の
念
の
深
さ
を
感
じ
取
っ

て
い
た
だ
け
た
な
ら
幸
い
で
す
。
多
数
の
ご
参
加
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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④
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可児市より歴史友好訪問団が来訪
歴史友好都市縁組締結20周年記念固い緋を再確認
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市 友 訪Ｕ 聞団
一一

一一

どＺＨ１
■■■■

bＬ

一

可児市・津山市

歴史友好都市縁組締結２０周年記念交流会

鶴山公園で記念撮影

蕪
ヨ

歴史友好交流20周年記念誌
当館ＨＰでデータ公開しています。
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且
雪

■

■
初
代
津
山
藩
主
・
森
忠
政
が
取
り
持
つ
歴
史
的

な
縁
で
、
平
成
７
年
、
月
帖
日
に
可
児
市
（
旧

兼
山
町
）
と
歴
史
友
好
都
市
の
縁
組
を
締
結
し

て
か
ら
今
年
で
、
周
年
を
迎
え
る
の
を
記
念
し

て
、
可
児
市
か
ら
津
山
市
へ
訪
問
団
が
来
訪
し

ま
し
た
。

■
兼
山
町
商
工
会
と
そ
の
関
係
者
を
主
体
と
し
て

公
募
の
メ
ン
バ
ー
を
含
む
総
勢
訓
人
の
ご
一
行
が

来
訪
さ
れ
、
初
日
の
日
中
は
森
家
の
史
跡
め
ぐ

り
と
し
て
、
当
館
・
本
源
寺
・
妙
願
寺
の
順
に
巡
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
財
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。

■
夜
は
、
国
際
ホ
テ
ル
で
交
流
会
が
開
か
れ
、
冒

頭
で
可
児
市
長
の
親
書
の
披
露
や
津
山
市
長
か

ら
訪
問
団
の
代
表
へ
の
記
念
品
贈
呈
が
あ
り
、

こ
の
縁
組
の
立
役
者
で
あ
る
妙
願
寺
住
職
の
森

嵩
正
氏
の
ご
発
声
で
乾
杯
し
た
後
、
津
山
の
ご

当
地
グ
ル
メ
を
囲
み
な
が
ら
懇
親
を
深
め
ま
し

た
。
中
ほ
ど
で
は
津
山
情
緒
保
存
会
に
よ
る
踊

り
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

■
２
日
目
は
衆
楽
園
と
鶴
山
公
園
を
散
策
さ
れ
、

市
職
員
で
園
内
を
ご
案
内
し
た
後
は
、
ち
ょ
う

ど
開
催
中
の
「
美
作
国
大
茶
華
会
」
を
お
楽
し

み
い
た
だ
き
、
昼
前
に
津
山
を
出
発
さ
れ
ま
し
た
。

■
５
月
に
は
津
山
市
か
ら
可
児
市
へ
の
訪
問
団
も

派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
１
年
の
交
流
を
契

機
と
し
て
、
さ
ら
な
る
友
好
の
深
化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
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瞳
画

牧
家
文
書

に
関
し
、
間
に
入
っ
た
こ
と
を

感
謝
す
る
文
書
が
牧
佐
介
宛
て

に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
の

時
点
か
ら
か
は
不
明
で
す
が
、

牧
佐
介
は
浦
上
氏
か
ら
、
美
作

に
勢
力
を
伸
ば
し
て
き
た
字
喜

多
氏
側
に
付
い
た
と
見
ら
れ
ま

す
。

ま
た
、
字
喜
多
氏
が
毛
利
氏

か
ら
織
田
氏
に
鞍
替
え
し
た
こ

と
も
あ
り
、
天
正
Ⅲ
年
（
１
５

８
２
）
に
羽
柴
秀
吉
が
備
巾
高

松
城
攻
め
の
際
に
発
給
し
た
と

思
わ
れ
る
牧
佐
介
宛
て
の
禁
制

状
の
写
し
、
そ
れ
に
関
わ
る
黒

田
官
兵
衛
の
書
状
も
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

美
作
国
は
戦
国
時
代
に
は
浦

上
氏
、
尼
子
氏
、
字
喜
多
氏
、

毛
利
氏
、
織
田
氏
な
ど
の
国
外

の
勢
力
が
争
っ
て
い
た
場
所
で

す
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
そ
う

い
っ
た
戦
乱
の
中
、
地
元
の
中

小
勢
力
の
動
向
を
知
る
上
で
貴

重
な
資
料
で
す
。

な
お
、
こ
の
資
料
を
保
管
し
、

商
野
山
西
村
の
庄
屋
を
勤
め
て

い
た
牧
家
に
伝
わ
る
近
世
文
響

一
通
と
合
せ
て
、
こ
れ
ら
の
文

書
は
津
山
市
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
浦
上
宗
景
判
物

永
禄
九
（
浦
上
）

十
一
月
十
日
宗
景
（
花
押
）

高
野
郷
代
官
職
事
預
置
詑
、

然
上
者
弥
可
抽
奉
公
忠
者
也
、

価
状
如
件
、

※
翻
刻
は
い
ず
れ
も
『
岡
山
県
古
文
書
集
』
よ
り

○
花
房
助
兵
衛
職
秀
誓
状

梶
村
明
言
慶

理
昌
依
御
懇
意
、
貴
所
之
義
福
田
方

可
被
仰
談
之
旨
尤
専
一
候
、
然
上
者

御
知
行
分
之
事
、
如
近
日
卿
不
可
有

相
違
候
、
勿
論
於
御
身
上
者
毛
頭
不

可
存
別
心
候
、
若
此
旨
於
偽
者
日
本

国
中
大
小
神
祇
八
幡
大
菩
薩
天
満
大

自
在
天
神
、
別
而
者
当
国
三
社
氏
神

御
罰
可
罷
蒙
者
也
、
価
誓
紙
如
件
、

天
正
六
年

八
月
二
日

牧
家
文
書
は
主
に
戦
国
時

代
、
現
在
の
津
山
市
高
野
地
区

の
国
人
で
あ
っ
た
「
牧
佐
介
」

に
関
す
る
古
文
譜
群
で
す
。

８
通
あ
る
戦
国
時
代
の
文
書

の
内
、
年
紀
が
あ
る
も
の
の
巾

で
一
番
古
い
も
の
は
、
永
禄
９

年
（
１
５
６
６
）
で
、
浦
上
宗

景
に
よ
り
、
牧
佐
介
が
商
野
郷

の
代
官
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う

も
の
で
す
。
そ
の
他
に
、
津
山

市
の
佐
良
山
地
区
で
起
こ
っ
た

戦
の
戦
功
を
賞
し
た
感
状
な

ど
、
宗
景
か
ら
の
書
状
が
４
点

あ
る
こ
と
か
ら
、
牧
佐
介
は
こ

の
時
点
で
は
、
宗
景
に
仕
え
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
浦

上
氏
は
播
磨
、
備
前
、
美
作
の

守
護
で
あ
っ
た
赤
松
氏
の
有
力

家
臣
で
し
た
が
、
こ
の
こ
ろ
宗

景
は
赤
松
氏
か
ら
自
立
し
、
備

前
の
み
な
ら
ず
、
美
作
に
も
独

自
の
勢
力
を
拡
大
し
て
い
ま
し

た
。

そ
の
後
、
宗
景
は
字
喜
多
直

家
と
争
う
こ
と
と
な
り
、
宗
最

が
敗
れ
浦
上
氏
は
没
落
し
ま

す
。
そ
し
て
、
天
正
６
年
（
１

５
７
８
）
に
は
字
喜
多
氏
の
武

将
で
あ
る
花
房
職
秀
か
ら
、
字

喜
多
氏
と
福
田
理
昌
と
の
和
睦

胤
鷺
蝉
券
扉
埠
捲

な
●
も
－
１
〃
＃
鼠
、
撫
蝋
〃
し

え
ｑ
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〃
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廷
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一
弗
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疹
飢
缶
椎
一
で
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拶
峨
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キ
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締
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訓
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ｆ
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認
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押
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に
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わ
か
り
ま
す
。
『
中
之
嶋
誌
』
の
附
図
に

よ
る
と
、
中
之
島
の
東
側
、
現
在
の
中
之

島
一
丁
目
、
大
阪
市
役
所
が
あ
る
周
辺

津
山
藩
（
松
平
時
代
）
の
大
坂
蔵
屋
敷
に
つ
い
て

「
津
山
松
平
燕
町
奉
行
日
記
」
は
、
津

山
城
下
に
つ
い
て
の
記
録
が
中
心
で
す
が
、

読
み
進
め
て
い
く
と
、
大
坂
と
関
連
の
あ

る
記
述
も
多
く
出
て
き
ま
す
。
大
坂
か

ら
物
を
売
り
に
く
る
商
人
も
い
ま
す
し
、

津
山
の
商
人
と
大
坂
や
播
州
の
商
人
と
の

金
銭
問
題
が
こ
じ
れ
る
と
大
坂
町
奉
行

所
か
ら
呼
出
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
他
に

も
大
坂
蔵
屋
敷
へ
米
を
運
ぶ
廻
米
に
関
す

る
こ
と
、
菜
種
の
廻
漕
に
関
す
る
事
な
ど
、

様
々
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
大
坂
と
津
山

の
間
で
起
こ
る
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

津
山
藩
は
大
坂
に
蔵
屋
敷
を
持
っ
て
お
り
、

大
坂
に
は
津
山
藩
の
家
臣
が
常
駐
し
て
い

ま
し
た
。
広
瀬
台
山
や
明
治
天
皇
の
侍

医
頭
だ
っ
た
岡
玄
卿
は
、
津
山
藩
の
大
坂

蔵
屋
敷
で
生
ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

「
困
っ
た
と
き
の
大
坂
だ
の
み
Ｉ
津
山

藩
大
坂
蔵
屋
敷
ｌ
」
（
『
津
山
学
こ
と
は

じ
め
』
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
通
り
、
大

坂
蔵
屋
敷
は
津
山
か
ら
運
ば
れ
て
き
た

米
を
販
売
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
国
元

や
江
戸
で
の
消
費
を
賄
う
た
め
、
商
人
と

交
渉
し
、
金
策
に
奔
走
す
る
と
い
う
重
要

な
役
目
も
あ
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
天

下
の
台
所
」
大
坂
の
存
在
は
、
津
山
藩
の

財
政
に
と
っ
て
ど
ん
ど
ん
大
き
な
も
の
に

な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
実
際

に
江
戸
時
代
後
期
に
は
、
大
坂
商
人
が

津
山
城
へ
蓋
城
し
、
藩
主
と
お
川
見
え
し

て
い
る
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（
『
年

報
津
山
弥
生
の
里
第
９
号
』
）
・

覧

こ
の
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
松
平
家
が
赫
一

主
で
あ
っ
た
時
期
、
津
山
藩
の
大
坂
蔵
屋
肺

敷
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
鞭
か
ら
敷屋

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

蔵坂大

大
坂
蔵
屋
敷
の
位
置

藩山

江
戸
時
代
の
大
坂
案
内
本
や
、
昭
和
五
樺１

年
に
中
之
島
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
『
中
表

之
嶋
誌
』
な
ど
を
参
考
に
、
津
山
藩
の

大
坂
蔵
屋
敷
が
あ
っ
た
場
所
を
ま
と
め
た

も
の
が
表
１
で
す
。
津
山
藩
の
大
坂
蔵
屋

敷
と
い
っ
て
も
、
そ
の
土
地
を
津
山
藩
が

所
有
し
て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
「
名
代
」
と
よ
ば
れ
る
大
坂
の
商
人

が
表
面
上
の
名
義
人
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
表
を
み
る
と
、
元
禄
～
元

文
に
か
け
て
上
巾
之
島
町
に
あ
っ
た
事
が

東
万
里
子

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

延
享
～
幕
末
に
か
け
て
は
、
常
安
町
と

い
う
記
述
と
、
土
佐
堀
二
丁
目
と
い
う
記

画
●

場所の記述

上中之島町

上中之島町

(北区中之島1丁目）

同(上中之島)淀や橋

上中之島町

常安町

蔵屋敷:土佐堀二丁目

掛屋敷:江戸堀五丁目

常安町

土佐堀二丁目

常安町

常安町

常安町

常安町

年代

元禄１６年

元禄１６年

享保１３年

頃

元文元年

延享4年

延享5年

頃

安永6年

安永6年

頃

文化3年

天保１４年

天保１４年

文久3年

西暦

1７０３

1７０３

1７２８

1７３６

1７４７

1７４８

1７７７

1７７７

1８０６

1８４３

1８４３

1８６３

名代

深江屋惣左衛門

深江屋惣左衛門

深江屋惣左衛門

上中之島町

深江屋惣左衛門

出典

『享保十三年申開板

浪花袖鑑』

延享版『改正増補

難波丸綱目』

安永版『難波丸綱目』

｢増修改正

摂州大阪地図」

『武鑑』『大坂袖鑑』

『中之嶋誌』ｐ329
『大阪市史附図』

『新修大阪市史

第3巻』

(『大阪市史史料

第五十三輯』）

『中之嶋誌』ｐ333

『中之嶋誌』ｐ339

(『校本難波丸綱目』）

『中之嶋誌』ｐ339

(『校本難波丸綱目』）

(『大阪府の地名I』）

『中之嶋誌』ｐ3３１

(『大阪市史附図』）

『中之嶋誌』ｐ344
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述
が
あ
り
ま
す
。
二
つ
の
場
所
が
書
か
れ

て
い
る
意
味
は
今
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り
と

分
か
り
ま
せ
ん
。
常
安
町
の
中
で
の
場
所

は
、
『
中
之
嶋
誌
』
な
ど
の
記
述
と
合
わ

せ
る
と
、
中
之
島
の
西
側
、
現
在
の
住
所

で
中
之
島
六
丁
目
あ
た
り
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
先
ほ
ど
出
て
き
た

土
佐
堀
二
丁
目
は
、
こ
の
常
安
町
の
対
岸

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
土
佐
堀
に
つ
い
て
、

『
大
阪
市
史
附
図
』
の
天
保
十
四
年
（
一

八
四
三
）
の
部
分
を
参
照
す
る
と
、
津

山
藩
に
つ
い
て
の
記
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
延
享
二
七
四
四
～
一
七
四
八
）

版
『
改
正
増
補
雌
波
丸
綱
目
』
に
よ
る
と
、

土
佐
堀
に
蔵
屋
敷
が
あ
り
、
土
佐
堀
の

南
に
而
し
、
背
中
合
わ
せ
の
江
戸
堀
に
掛

屋
敷
が
あ
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
津

山
藩
が
大
坂
に
お
い
て
同
時
期
に
い
く
つ

お
わ
り
に

戸
一一三五

Li； 卜
」
に
」

』
／

一
一
。
熱
い
イ
割

昭
■

完
レ
ー
ケ
串 、

ザ
ら

■
Ｉ
■
０
０
－

ー■

ＬＰﾕーーー

-雲盈i雲÷群！
・ － － ．面＝辞

か
の
拠
点
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
る
事
も

で
き
ま
す
。

内
棋
門
斌
ｆ
億
Ｗ
窓
悔
間

工且

６
山
星
Ｌ
１
測
一
．
雪
‐
績
人

め
椛
岬
‐
里
．

Q塊rL罫与、 Ｂ
言

一

凸
■
■

Ⅱ
■

手
払
う
＃
Ｉ
孤
泌
リ
：
島
鈍
〈

ｊ
｜
帳
一
Ｊ
脚
哩
一
帖
雌
３
首

７

御
米
大
豆
等
壱
万
五
千
俵
余
焼
失
之
由
」

と
あ
り
、
蔵
屋
敷
と
は
別
に
、
借
り
蔵

が
あ
っ
た
事
が
分
か
る
と
同
時
に
、
米
大

豆
合
わ
せ
て
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
事
が

わ
か
り
ま
す
。

聡一渥失‘‐

幾穂や子琶一一‘ 安
政
六
年
「
大
坂
蔵
屋
鋪
惣
絵
図
」

大
坂
蔵
屋
敷
の
様
子
を
伝
え
る
資
料
と

し
て
、
津
山
藩
の
藩
政
文
書
で
あ
る
愛
山

文
庫
の
中
に
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

「
大
坂
蔵
屋
鋪
惣
絵
図
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
『
中
之
嶋
誌
』
３
１
８
頁
に
は
、
「
旧

津
山
藩
蔵
屋
敷
の
間
取
図
で
現
在
（
昭
和

五
年
当
時
）
の
中
之
島
五
丁
目
三
四
、

三
五
、
三
六
、
三
七
番
地
（
江
戸
時
代

は
常
安
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
場
所
）
に
在

る
建
物
は
大
部
分
内
部
を
改
造
さ
れ
て

ゐ
る
」
と
説
明
が
添
え
ら
れ
た
絵
図
の
写

真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
写
真
は

小
さ
い
の
で
愛
山
文
庫
の
「
大
坂
蔵
屋
鋪

大
坂
蔵
屋
敷
が
元
文
～
延
享
の
間
に
移

動
し
て
い
る
様
子
が
あ
る
事
、
享
保
九
年

に
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
事
な
ど
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
前
後
の
経

過
や
、
な
ぜ
移
動
し
た
の
か
な
ど
、
謎

は
深
ま
る
ば
か
り
で
、
今
回
は
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
と
お
り
、

津
山
藩
の
財
政
に
と
っ
て
、
大
坂
の
存
在

は
大
き
な
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
大
坂
町

奉
行
所
は
西
日
本
地
域
に
あ
る
程
度
の
権

限
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
大
坂
に
常
駐
し

て
い
た
津
山
藩
の
家
臣
は
、
国
元
と
大
坂

町
奉
行
所
を
つ
な
ぐ
役
割
も
は
た
し
て
い

ま
す
。
大
坂
に
常
駐
し
て
い
た
家
臣
の
中

に
は
、
家
族
連
れ
で
赴
任
し
て
い
た
例
も

あ
り
、
文
化
的
な
影
響
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

大
坂
に
お
け
る
蔵
屋
敷
を
中
心
と
し
た

津
山
藩
の
動
向
に
つ
い
て
、
今
後
も
調
査

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

/『

gＫ

午､三→ﾍ‘も､S黒埼毛､.．

大
坂
蔵
屋
敷
の
火
事

さ
て
、
津
山
藩
の
大
坂
蔵
屋
敷
が
上
中

之
島
町
に
あ
っ
た
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）

三
月
二
十
一
日
、
大
坂
で
は
大
規
模
な

火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
中
之
島
、
堂
島
、

曾
根
崎
一
帯
が
灰
塵
に
帰
し
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
火
災
に
よ
り
、
津
山

藩
の
大
坂
蔵
屋
敷
も
類
焼
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
の
事
に
つ
い
て
、
国
元
日
記
の

三
月
二
十
三
日
の
記
事
で
は
、
「
御
蔵
屋

敷
不
残
類
焼
」
と
あ
り
、
全
焼
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
四
月
一
日
の
江

戸
日
記
に
は
、
「
大
坂
表
去
月
廿
一
日
之

大
火
御
蔵
屋
敷
御
類
焼
其
外
御
借
り
蔵

７一
掃一

一
一

愛山文庫「大坂蔵屋敷惣絵図」（部分）

惣
絵
図
」
と
こ
ま
か
く
比
較
検
討
す
る

事
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
愛
山
文
庫
の

「
大
坂
蔵
屋
鋪
惣
絵
図
」
に
は
た
く
さ
ん

の
付
菱
が
貼
り
つ
け
て
あ
る
た
め
、
見
え

に
く
い
部
分
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
二

つ
の
図
は
蔵
の
位
置
や
間
取
り
な
ど
お
お

ま
か
に
一
致
し
て
い
ま
す
。
『
中
之
嶋
誌
』

の
間
取
図
に
方
位
記
号
が
記
入
さ
れ
て
い

る
事
、
愛
山
文
庫
の
「
大
坂
蔵
屋
鋪
惣

絵
図
」
で
は
左
隣
に
通
り
が
記
入
さ
れ
て

い
る
事
、
『
中
之
嶋
誌
』
の
説
明
書
き
と

川
の
位
樋
関
係
な
ど
か
ら
、
お
そ
ら
く
愛

山
文
庫
の
安
政
六
年
「
大
坂
蔵
屋
鋪
惣

絵
図
」
は
、
常
安
町
に
あ
っ
た
大
坂
蔵
屋

敷
の
絵
図
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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『衆楽の宴｣雅に開『衆楽の宴｣雅に開催催 (１０月１７日）(１０月１７日）

ロバート･キャンベルさんを衆楽園に招いてロバート･キャンベルさんを衆楽園に招いて
瞳 』

【8１

博物館だより｢つはく」
Ｎｏ．８７平成２８年１月１日

dbは、津山松平藩の槍印で剣大といい、現在津山市の市章となっています。

ｒ

シ

中学生以下・障害者手帳を提示された方・
市内在住の65才以上の方は、入館料が無料です。

E三雲､壷！
心
￥
凸
角
引

騨
課

。．⑭乃酬マヨ回置 面

１

、
１

雪雲霊
〃

§’

｜
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
■
Ｐ
Ｉ
Ｊ
Ⅱ
１
日
Ｊ
剥
坪
函
叫
叫
祁
卸
剛
叩
凧
１
Ｊ
■
い
け

キャンベルさんは

ＴＶで見たままの

気さくな人だね。
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[編集･発行］津山郷土博物館

〒７０８－００２２岡山県津山市山下９２

Tel（0868)22-4567Ｆａｘ（0868)23-9874

E-mailtsu-haku＠tvt,nejp

｢印刷１有限会社弘文社

入館のご案内
[開館時間］午前９:００～午後５:００

[休館日］毎週月曜日･祝日の翌日

年末年始(１２月２９日～１月３日)･その他

[入館料］一般…200円(30人以上の団体の場合160円）

高校･大学生…１５０円(30人以上の団体の場合120円）

厘 一

ウムの様子

,呼

懲錘 義＝

ノし

風
“
■
ザ
Ｆ
ｉ

風
“
■
ザ
Ｆ
ｉ

漢詩を作れた藩士は…（右下へ） IＩ

Ｌ

鑓

博物館キャラクタ
お

｢パレ夫」

■
如
月
ｗ
日
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
□

パ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
さ
ん
を
衆
楽
園

に
お
迎
え
し
て
「
衆
楽
の
宴
」
と
い
う

廓
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
津
山
市
観
光
協
会
の

唾
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
美
作

癖
大
学
で
の
講
演
で
来
津
の
際
、
当
館
で

姻
曲
水
の
宴
の
関
連
資
料
を
調
査
さ
れ
た

謡
の
を
き
っ
か
け
に
実
現
し
ま
し
た
。

ｊ
■
ま
ず
は
迎
賓
館
で
「
曲
水
の
宴
」
を
テ
ー

リ蛙
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
、
約
５

佐
０
０
人
の
聴
衆
の
前
で
明
治
の
宴
の
歴

史
的
背
景
や
主
催
者
の
意
図
な
ど
が
語

が
そ
う

り
く
口
わ
れ
た
後
、
「
衆
楽
雅
藻
」
収
録

の
漢
詩
が
、
詩
吟
と
テ
ノ
ー
ル
独
唱
の

場
二
通
り
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

崖
■
続
い
て
曲
水
に
場
所
を
移
し
、
明
治
３

割
年
（
１
８
７
０
）
の
宴
の
再
現
で
す
。

露
腰
元
が
流
す
大
杯
が
目
の
前
を
通
過
す

堰
る
前
に
漢
詩
を
作
れ
た
藩
士
は
、
若
殿

》
の
御
前
に
招
か
れ
、
お
酒
を
頂
戴
し
ま

治
す
。
当
時
の
様
子
を
想
像
も
含
め
て
再

明

現
し
た
こ
の
催
し
は
、
平
安
時
代
の
宴

の
再
現
と
は
趣
の
異
な
る
津
山
独
自
の

画
期
的
な
試
み
で
、
詰
め
か
け
た
多
数

の
観
客
は
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
さ
ん
と
一
緒
に

風
流
な
ひ
と
時
を
満
喫
し
ま
し
た
。


